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安心・信頼の
　社会保障制度を

確立しよう！

第33回総会のご案内
日　時　2025年11月13日（木）　13時～

集合時間　三役・幹事11時、代議員12時45分

場　所　「ホテルポートプラザちば」

記念講演
　演題「福田村事件」から学ぶ、人権と差別
　講師　市川 正廣 氏（ちば人権出前講座講師）

参
議
院
議
員

選
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第27回

参
議
院
議
員

選
挙
結
果

新

会

長

に

野
田
那
智
子
さ
ん

事
務
局
長
に

宇
田
川
浩
一
さ
ん

第
二
十
九
回
定
期
総
会
開
催

日
本
退
職
者
連
合

交流の広場

第
二
十
七
回
参
議
院
議
員
選
挙
が
二
〇
二
五
年

七
月
三
日
公
示
、
七
月
二
十
日
投
開
票
で
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
千
退
連
は
連
合
推
薦
候
補
を
支
援
す

る
こ
と
を
確
認
し
、
構
成
組
織
・
地
域
協
議
会
を

通
じ
て
必
勝
を
期
し
た
取
り
組
み
を
お
願
い
し
て

き
ま
し
た
。
千
葉
県
選
挙
区
で
は
全
員
当
選
、
比

例
代
表
で
は
組
織
内
候
補
十
名
の
内
、
九
名
当
選

と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

日
本
退
職
者
連
合
は
、
七
月
十
六
日
連
合

会
館
に
お
い
て
第
二
十
九
回
定
期
総
会
を
開

催
し
、
一
年
間
の
活
動
の
総
括
を
お
こ
な
い
、

二
〇
二
五
年
度
運
動
方
針
と
し
て
、
組
織
の

強
化
・
拡
大
の
取
り
組
み
を
は
じ
め
と
し
た

重
要
課
題
の
取
り
組
み
、
二
〇
二
五
年
政

策
・
制
度
要
求
内
容
等
に
つ
い
て
、
満
場
一

致
で
提
案
通
り
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
人
見
会
長
挨
拶
】

①
投
票
日
間
近
の
第
二
十
七
回
参
議
院
選
挙

に
つ
い
て
、
昨
年
十
月
の
衆
議
院
解
散
総

選
挙
で
は
、
与
党
を
過
半
数
割
れ
に
追
い

込
む
こ
と
が
で
き
た
。
参
議
院
選
挙
で
も

同
様
に
追
い
込
み
、
政
権
交
代
へ
の
道
筋

を
。
そ
の
為
に
は
連
合
推
薦
候
補
全
員
の

必
勝
を
！

②
世
界
の
軍
事
対
立
に
ふ
れ
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ

地
区
や
イ
ラ
ン
へ
の
空
爆
は
国
際
法
違
反

の
行
為
で
あ
り
、
犠
牲
者
の
多
く
は
女

性
や
子
供
で
あ
る
。
一
日
も
早
い
停
戦

を
。
今
年
は
戦
後
・
被
爆
八
十
年
の
節
目

の
年
に
あ
た
る
、

様
々
な
行
動
で

二
度
と
戦
争
を

起
さ
な
い
平
和

な
日
本
を
。

③
組
織
の
強
化
・

拡
大
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
、
政

策
・
制
度
要
求

の
実
現
に
向
け
、

政
府
や
政
党
へ

の
要
請
行
動
を

は
じ
め
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
運

動
を
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
く
。

④
本
総
会
で
新
た
に
野
田
那
智
子
さ
ん
を
会

長
と
す
る
新
体
制
、
初
め
て
の
女
性
会
長

で
す
。
皆
さ
ま
の
絶
大
な
る
ご
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

来
賓
と
し
て
、
連
合
か
ら
は
清
水
事
務
局

長
、
各
政
党
か
ら
は
立
憲
民
主
党
・
辻
元
清

美
代
表
代
行
、
国
民
民
主
党
・
川
合
孝
典
幹

事
長
代
行
、
社
民
党
・
福
島
瑞
穂
党
首
の
皆

さ
ん
に
臨
席
頂
き
、
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。

総
会
意
見
は
、
産
別
代
表
三
名
（
自
治

退
・
日
退
教
・
全
国
退
女
教
）、
地
方
退
職

者
連
合
三
名
（
鹿
児
島
・
鳥
取
・
宮
崎
）
か

ら
補
強
意
見
が
出
さ
れ
、
提
案
は
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
十
九
回
総
会
で
は
、
人
見
一
夫
会

長
（
会
長
八
年
・
副
会
長
一
年
）、
北
村
典

子
副
会
長
（
副
会
長
七
年
）
を
は
じ
め
と
し

て
、
幹
事
五
名
の
方
々
が
退
任
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
退
職
者
連
合
運
動
発
展
の
た

め
に
、
多
大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
文
責　

大
屋
哲
史
）

Ｊ
Ｒ
東
日
本
労
組

千
葉
地
本
退
職
者
連
絡
会

中
島　
　

豊

Ｊ
Ｒ
東
日
本
退
職
者
連
絡
会
は
、

Ｊ
Ｒ
を
退
職
し
た
後
に
、
心
の

拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
気
兼
ね
な
く
、

集
ま
り
や
す
い
組
織
を
作
ろ
う
と

二
十
五
年
前
に
結
成
し
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
、
連
絡
会
は
会
員
相
互

の
心
の
繋
が
り
を
深
め
る
た
め
、

各
種
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

年
四
回
の
幹
事
会
（
三
役
会
議

含
む
）、
年
一
回
の
総
会
・
毎
年

恒
例
の
潮
干
狩
り
・
納
涼
会
・
忘

年
会
等
を
行
い
な
が
ら
仲
間
と
の

絆
を
深
め
て
い
ま
す
。

今
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
物
価
高
騰
で
実
質
賃
金
の
マ

イ
ナ
ス
基
調
が
続
き
、
年
金
が
抑

制
さ
れ
る
高
齢
者
に
は
厳
し
さ
が

日
に
日
に
増
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
求
め
る
、
年
金
・
医

療
・
介
護
等
の
社
会
保
障
制
度
の

充
実
、
社
会
の
安
心
・
安
全
、
一

人
ひ
と
り
の
尊
厳
を
基
盤
に
、
誰

も
が
必
要
な
支
援
を
受
け
る
こ
と

の
出
来
る
社
会
に
し
て
い
く
取
り

組
み
を
し
て
い
き
ま
す
。

退
職
者
連
絡
会
は
、
会
員
の
年

齢
が
進
む
中
、
今
後
ど
う
会
員
を

増
や
し
て
行
く
か
が
組
織
の
課
題

と
し
て
あ
り
ま
す
が
、
千
葉
県
退

職
者
連
合
の
仲
間
と
、
誰
も
が
安

心
し
て
生
活
し
て
い
け
る
社
会
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

【千葉県選挙区】
小林　さやか 国民民主党 新人 531,580票 当選
長浜　ひろゆき 立憲民主党 ３期 500,096票 当選

【比例代表】
岸　まきこ 自治労 １期：立憲 147,648票 当選
吉川　さおり 情報労連 ３期：立憲 116,314票 当選
みずおか　俊一 日教組 ３期：立憲 116,142票 当選
小沢　まさひと ＪＰ労組 １期：立憲 99,963票 当選
郡山　りょう ＪＡМ・基幹労連 新人：立憲 99,610票 当選
もりや　たかし 私鉄総連 １期：立憲 74,495票 落選
田村　まみ ＵＡゼンセン １期：国民 205,331票 当選
浜野　よしふみ 電力総連 ２期：国民 193,599票 当選
いそざき　哲史 自動車総連 ２期：国民 181,976票 当選
平戸　航太 電機連合 新人：国民 92,137票 当選



講師　結城 康博氏

講演
杉 良太郎氏

高校生平和大使
活動報告

趣
味
の
世
界

介
護
保
険
制
度
は
崩
壊
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
！

介
護
保
険
制
度
は
崩
壊
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
！

介
護
保
険
制
度
は
崩
壊
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
！

２
０
２
５
千
退
連
政
策
研
修
会
報
告2025全国高齢者集会

高齢者の組織化を更に進め
社会的影響力を高めよう！
高齢者の組織化を更に進め
社会的影響力を高めよう！

八
月
二
十
六
日
、
社
会
保
障
関

係
を
専
門
と
す
る
淑
徳
大
学
教
授

の
結
城
康
博
氏
を
講
師
と
し
て
招

き
、
政
策
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
千
退
連
傘
下
の
産
別
、
地
協

か
ら
四
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

介
護
の
負
担
を
個
人
や
家
族
が

抱
え
こ
む
の
で
は
な
く
、
社
会
共

通
の
課
題
と
し
て
認
識
し
社
会
全

体
で
支
え
あ
う
こ
と
を
目
的
に
創

設
さ
れ
た
介
護
保
険
制
度
。
導
入

か
ら
今
年
で
二
十
五
年
、「
こ
の

ま
ま
で
は
介
護
保
険
は
崩
壊
す

る
？
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
を
頂

き
ま
し
た
。

冒
頭
「
こ
の
ま
ま
で
は
介
護
保

険
は
崩
壊
し
ま
す
！
」
と
、
度
肝

を
抜
く
よ
う
な
講
師
の
発
言
に
引

き
込
ま
れ
な
が
ら
、
介
護
保
険
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。「三

年
に
一
度
の
見
直
し
と
な

る
二
〇
二
四
年
度
の
介
護
保
険
改

定
で
、
厚
労
省
は
、
訪
問
介
護
事

業
の
報
酬
の
引
き
下
げ
を
断
行
。

こ
れ
に
よ
り
訪
問
介
護
事
業
所
は

訪
問
介
護
ヘ
ル
パ
ー
の
待
遇
悪
化

を
ま
ね
き
、
離
職
が
深
刻
化
し
て

い
る
。
千
葉
県
に
お
い
て
は
、
南

房
総
や
九
十
九
里
沿
岸
エ
リ
ア
の

高
齢
化
率
が
高
く
、
十
分
な
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
状
況
に
な

る
。
さ
ら
に
十
年
後
に
は
団
塊
世

代
が
す
べ
て
八
十
五
歳
に
な
り
、

全
国
的
に
介
護
人
材
が
不
足
し
、

親
の
介
護
の
た
め
の
『
介
護
離

職
』
が
増
え
、
経
済
活
動
に
支
障

を
き
た
す
」
と
指
摘
。「
政
府
は
、

人
材
確
保
の
た
め
に
介
護
職
員
な

ど
の
待
遇
改
善
に
つ
い
て
、
今
年

度
末
ま
で
に
結
論
を
出
す
」
と
明

記
し
た
。
質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
上
で
重
要
な
役
割

を
担
う
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
待

遇
改
善
に
は
踏
み
込
ん
で
い
な
い
。

二
〇
二
七
年
介
護
保
険
改
正
で
は
、

「
要
介
護
判
定
一
・
二
の
高
齢
者

の
総
合
事
業
へ
の
移
行
（
生
活
援

助
切
り
）
は
、
独
居
高
齢
者
や
老

夫
婦
高
齢
者
に
と
っ
て
在
宅
介
護

が
困
難
と
な
り
在
宅
介
護
の
危
機

を
助
長
さ
せ
る
」
と
指
摘
。

結
城
氏
は
、「
中
山
間
地
域
の

対
応
は
急
務
で
あ
り
、『
公
務
員

と
し
て
の
人
材
確
保
』
を
提
言
。

訪
問
介
護
部
門
の
一
部
を
自
治
体

は
直
に
引
き
受
け
、
訪
問
介
護
事

業
者
の
た
め
の
国
庫
補
助
金
制
度

を
創
設
し
、
公
務
員
ヘ
ル
パ
ー
を

構
築
す
る
。
安
定
志
向
を
望
む
若

者
は
介
護
職
へ
の
イ
メ
ー
ジ
が
変

わ
り
、
過
疎
地
で
公
務
員
と
し
て

働
く
訪
問
介
護
員
が
増
え
れ
ば
若

者
が
当
該
地
域
に
定
住
す
る
こ
と

と
な
り
、
人
口
減
少
対
策
の
一
つ

の
方
策
と
も
な
る
」
と
。

「
今
後
は
、
外
国
人
介
護
職
員

の
確
保
・
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
財
源
確

保
の
た
め
の
法
人
税
の
引
き
上
げ

が
必
要
、
介
護
の
社
会
化
推
進
の

た
め
に
介
護
保
険
制
度
を
崩
壊
さ

せ
て
は
な
ら
な
い
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

以
上
の
問
題
点
を
踏
ま
え
、
対

県
「
千
退
連
政
策
制
度
要
求
」
を

提
出
し
て
い
き
ま
す
。

（
文
責　

梶
間
恒
夫
）

九
月
十
八
日
、
文
京
シ
ビ
ッ
ク

ホ
ー
ル
で
日
本
退
職
者
連
合
主

催
の
「
二
〇
二
五
全
国
高
齢
者
集

会
」
が
全
国
よ
り
一
五
〇
〇
名
余

の
参
加
者
（
千
退
連
二
十
名
参

加
）
に
よ
り
開
か
れ
ま
し
た
。
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
は
創
作
和
太
鼓
「
暁

鼓
遊
」
の
迫
力
あ
る
演
奏
が
あ
り

ま
し
た
。

式
典
で
は
今
年
度
就
任
し
た
野

田
那
智
子
新
会
長
か
ら
「
今
年
は

原
爆
投
下
か
ら
八
十
年
で
す
が
世

界
に
は
約
一
万
二
千
発
の
核
弾
頭

が
あ
る
、
日
退
連
は
連
合
の
核
兵

器
廃
絶
一
千
万
署
名
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
平
和
は
『
願
う
』
も

の
で
な
く
『
つ
く
る
』
も
の
で
す
。

そ
れ
は
私
た
ち
の
役
割
で
す
。
来

年
度
の
防
衛
予
算
は
八
兆
円
余
、

こ
れ
を
生
き
て
い
る
人
に
使
っ
て

ほ
し
い
。
国
は
皆
が
生
き
て
い
き

や
す
い
社
会
を
作
る
責
任
が
あ

る
。」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
連
合
の
清
水
事
務
局
長
か

ら
代
表
挨
拶
。
立
憲
民
主
党
の
野

田
代
表
・
国
民
民
主
党
の
浅
野
青

年
局
長
・
社
会
民
主
党
の
ラ
サ
ー

ル
石
井
参
議
院
議
員
か
ら
来
賓
挨

拶
。
宇
田
川
事
務
局
長
か
ら
基
調

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
歌
手
で
あ
り
俳
優
で
あ

る
「
警
察
庁
・
特
別
防
犯
対
策

監
」
の
杉
良
太
郎
氏
か
ら
「
世
の

た
め
、
人
の
た
め
に
ど
う
貢
献
で

き
る
か
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。「
昨
年
の
詐
欺
被
害

額
は
七
百
十
八
億
円
、
今
年
は
上

半
期
で
六
百
億
円
に
近
付
い
て
い

る
。
知
ら
な
い
電
話
番
号
に
は
出

な
い
等
、
自
分
自
身
で
気
を
付
け

て
下
さ
い
。
自
分
は
十
五
歳
か
ら

刑
務
所
・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
ハ

ン
セ
ン
病
療
養
所
等
へ
慰
問
を
行

い
、
現
在
も
福
祉
活
動
を
六
十
六

年
間
続
け
て
い
る
。
皆
様
に
は
こ

れ
か
ら
も
健
康
第
一
で
過
ご
し
て

く
だ
さ
い
。」
と
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。

「
高
校
生

平
和
大
使
の

と
り
く
み
」

の
報
告
と
し

て
、
昨
年
ま

で
長
崎
県
高

校
生
平
和
大
使
で
現
在
東
京
の
大

学
一
年
生
の
女
性
二
名
か
ら
、
長

崎
県
内
の
平
和
活
動
、
署
名
活
動
、

小
・
中
学
校
で
の
平
和
教
育
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
国
連
本
部
訪
問
、
ノ

ル
ウ
ェ
ー
の
オ
ス
ロ
訪
問
等
こ
れ

ま
で
の
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
川
辺
副
会
長
か
ら

「
二
〇
二
五
全
国
高
齢
者
集
会
ア

ピ
ー
ル
」
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
野

田
那
智
子
会
長
の
力
強
い
「
団
結

が
ん
ば
ろ
う
」
三
唱
で
閉
会
に
な

り
ま
し
た
。（
幹
事　

辻
谷　

正
）

東
葛
地
域
協
議
会　

川
本
富
貴
子

「
趣
味
の
世
界
」
へ
の
原
稿
依

頼
を
頂
い
た
時
、
幼
少
期
か
ら
の

習
い
事
を
思
い
返
し
ま
し
た
。
日

舞
・
バ
レ
エ
・
ピ
ア
ノ
・
華
道
・

茶
道
・
謡
曲
・
書
道
・
算
盤
・
学

習
塾
・
料
理
等
々
。
ま
ぁ
〜
色
々

な
も
の
を
習
っ
た
も
の
で
す
。
こ

れ
ら
の
習
い
事
は
、
母
の
意
向
に

因
る
も
の
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
の

私
の
生
活
に
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
を

も
た
ら
し
、
私
自
身
を
向
上
さ
せ

て
く
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

今
や
っ
て
い
る
趣
味
に
は
「
筆

ア
ー
ト
」「
体
操
」「
脳
ト
レ
ト
ラ

ン
プ
」
が
あ
り
ま
す
。
筆
ア
ー
ト

は
、
筆
ペ
ン
で
文
字
や
絵
を
デ
ザ

イ
ン
し
て
表
現
す
る
ア
ー
ト
手
法

で
、
文
字
の
形
や
書
き
順
に
拘
ら

ず
自
由
に
表
現
出
来
る
事
が
特
徴

で
す
。
私
に
と
っ
て
趣
味
の
時
間

は
、
仲
間
と
の
絆
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
築
き
楽
し
む
事
が
で

き
、
私
の
心
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ

せ
、
生
活
を

充
実
さ
せ
る

大
切
な
も
の

で
す
。

豊
作
で
も
米
の
値
段
は
高
止
ま
り

ト
ラ
ン
プ
の
ね
ら
い
は
何
か
占
う
か

ど
ん
ぐ
り
の
背
比
べ
か
な
総
裁
選

政
党
の
数
が
増
え
す
ぎ
面
食
ら
う

猛
暑
日
を
乗
り
切
り
涼
し
さ
分
か
ち
合
う

時
事
川
柳

小
林
善
宏

Ｊ
Ｐ
労
組
千
葉
連
絡
協
議
会
退
職
者
の
会

時
事
川
柳


